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書評

　評者が医学部を卒業して間もな

く，まだ右も左もわからず，しか

し志だけは大きく「リハビリテー

ション医学を極めたい」などと

思っていたころに，本書第 1 版に

出会ったことを今でも鮮明に覚え

ている。

　さまざまなリハビリテーション

医学関連書籍の中から，真っ先に

同書を購入したものだが，同じ病

院の研修医の中でも，この貴重な

マニュアルを手にしていたのは，

ごく一部であったと思われる。し

かし，それゆえに，ほかの分野の

医師たちとは違うベクトルでの医

療の理解・実践に心を躍らせるこ

とができたのも事実であった。

　あの日から 10 年以上が経過し

て，もう 1 度，第 1 版を手にとっ

てみると，コンパクトな白いマ

ニュアルの余白には，われながら

初々しい書き込みや，表紙の裏に

はさまざまな評価スケールの切り

貼りがしてあり，本は手あかで汚

れている。

　さて，このたびの第 3 版は，編

集の木村彰男先生をはじめ慶應義

塾大学リハビリテーション医学教

室や関連病院の諸先生方による改

訂版である。最近のトピックス（高

次脳機能障害やがんのリハビリ

テーション，転倒予防や廃用予防

などの予防的リハビリテーショ

ン，社会的リハビリテーションな

ど）や評価や治療のポイントを，

項目ごとに要約形式で見事にまと

められている。評者自身は，まず

項目ごとに収載されている「臨床

上のコツ」を拝読し，その上で，

各執筆者の先生方と，まさに実際

に対話をしながら教えをいただい

ているような感覚で理解を進める

ことができた。

　リハビリテーションは，その解

釈によってさまざまな対象をも含

むことがあり，一臨床医学として

は，とっつきにくい側面がある。

そのような中で，本書は，わが国

のこの分野のリーダーたちが，読

者に実際に語りかけて下さるよう

な息吹を感じとることができる良

書といえよう。

　リハビリテーション医療は，机

上の勉強だけでは理解できない要

素を多面的に意識する必要があ

る。あまりに高度に情報化された

社会において，何がスタンダード

で何が先進的なのかといったこと

を理解する間もなく，次の情報が

押し寄せてくる。本書はそのよう

な時代に，われわれリハビリテー

ション医療にかかわる人間一人ひ

とりが，何を理解し，どう歩んだ

らよいのかを，最短ルートで端的

に示してくれているように感じ

た。リハビリテーション医学を志

すレジデントのみならず，リハビ

リテーションチームにかかわるあ

らゆるスタッフにとって必読・必

携の書である。
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